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 本論文は、およそ10年をかけて準備作成され、全407頁、128,000 words におよぶ力




 第一は、マニラの国立図書館（Manuel Quezon Papers）や国立フィリピン大学図書
館（Manuel Roxas Papers, Philippine Radical Papers）などに加えて、ミシガン大学ア
ン・アーバー校のベントリー歴史図書館（Frank Murphy Papers, Joseph Ralston Hayd
en Papers）などで得られた新資料にもとづくオリジナルな知見と洞察は、フィリピン
のみならず東南アジア近代都市研究にも大きな貢献とインパクトを与える点（小
泉）。 
 第二は、史資料の渉猟と発掘収集に加えて、存命の当事者のインタビューなどによ
り、行政側だけでなく実際のステークホルダー（利害関係者）の証言を活用すること
によって、行政によるトップダウンの政策立案だけでなく、それが実施される際の紆
余曲折が具体的に詳細に明らかにされている点（清水）。 
 第三は、ケソン市の歴史研究・叙述として初めての学術研究であり、政治や行政や
ビジネス界とは逆に住民とりわけ貧者の視点からの対抗的な叙述がなされ、分析に総
合的な厚みを与えている点（ハウ）。またハウ教授は、自身が高等教育を受け青春を
  
送ったケソン市の歴史と地理に関する体験的な理解に合致し、ポスト・コロニアルの
国民国家としての発展を考えるために、深い洞察と知的刺激を与えると論評した。 
 さらに本学位申請論文は、以下のオリジナルな知見を提供している点が審査員が一
致して高く評価した。 
 第一に、ケソン市がマニラの郊外に位置することが、独立国家の新首都としての特
徴を規定したことを明らかにした。すなわちケソン市は、国民国家の建設と近代化の
推進という理念をトップダウンの都市計画で体現することを目指しながら、20世紀に
入り膨張するマニラの中低所得者の人口の受け入れ地域の役割を果たさざるを得な
かった。この2つのベクトルのせめぎあいがケソン市の空間的拡大と歴史発展経路を
規定してきたことを具体的に詳細に解明した功績は大きい。  
 第二に、東南アジアは、戦後の植民地からの独立を経て、近年、急速に社会・経済
発展を遂げ、多くの国で都市化、とりわけ首都圏への人口集中が進んでいる。都市研
究は、今後、さらに広く深く開拓すべき研究分野であり、フィリピンにおいてマニラ
首都圏が1,000万人以上の人口を擁するメガロポリスとなってゆく過程を、ケソン市の
事例から説得的に分析解明した本論文は、出版されればフィリピンの歴史地理学のみ
ならず、東南アジアのメガロポリスの比較研究のための必読書となるであろう。 
 第三に、首都をケソン市から再びマニラに戻したマルコス大統領が、ケソン市の主
要道路であるエドサ通りを占拠した非武装の市民によるピープル・パワー革命（198
6）によって平和裏に打倒されるに至るまでのフィリピン現代史を、リベラル左翼の
運動の歴史と都市空間の象徴的意味を参照しながら解明し論述する本論文は、カル
チュラル・スタディーズや文化人類学に対しても大きな貢献となる。  
 よって、本論文は博士（地域研究）の学位論文として価値あるものと認める。ま
た、平成29年1月17日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、
合格と認めた。 
 なお、本論文は、京都大学学位規程第14条第2項に該当するものと判断し、公表に
際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
 
